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高難度医療技術導入検討委員会 

委員長 川井 和哉 

 

概要 

 高難度医療技術導入検討委員会は 2023 年度に発足した。院内で高難度医療技術を新規に導入 

する際、その医療行為が医療安全及び倫理的、社会的配慮の観点から適正であるか審議するこ

とを目的とし、病院長、医療安全を担当する医師（外科系 1 名、内科系 1 名）、倫理委員会委員長

及び各部門の担当者で構成される。又、委員長が審査に必要と認めるときは当該診療科又は部

署の責任者、当事者および外部の関係者を招聘することができる。原則毎月第 3 水曜(不定期)

開催とするが、必要に応じて臨時に開催することができる。この会は近森病院において以下の組

織図に位置付けられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動内容 

2024 年 12 月 18 日に第 2 回開催。脳神経外科より「脳血管内治療(Woven EndoBridge 留置：袋状

塞栓デバイス)」について審議を行い、承認された。（詳細は以下参照） 

 

【確認事項】（■クリア） 

■当該高難度新規技術に関する安全性の検証や審査 

■当該高難度新規技術の提供に関する倫理的・科学的な妥当性を審査 

■導入する新規医療技術に学会等が定めた指針・ガイドライン等による術者の技量に関する

基準がある場合は適合しているか 

■導入する新規医療技術に学会等が定めた指針・ガイドライン等に指導体制の有り方に関す

る基準がある場合は適合しているか 

■導入する新規医療技術に学会等が定めた指針・ガイドライン等による施設基準や実施基準

がある場合は適合しているか 

■新規医療技術であることが同意書や説明書で明確にされているか 

 

【審議結果】プロクタリングは 5 例がメーカー立ち会い、3 例医師が来て行い 8 例実施。 

手技や安全面において、患者へのメリットは大きいため、承認。 


